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　平成29年度補正予算

〇　一般会計　補正第５号　  +459,324 千円　→　補正後 　4,737,326 千円

〇　国保特会　補正第３号　     +30,068 千円　→　補正後　    180,360 千円

〇　船舶特会　補正第３号　  △126,458 千円　→　補正後　 2,553,121 千円

〇　介護特会　補正第３号　　  △7,013 千円　→　補正後　       87,801 千円

〇　簡水特会　補正第４号　      △2,401 千円　→　補正後　      89,003 千円

　平成 30年度当初予算

〇　一般会計　48億 9383 万 5千円（前年度比：  ＋9 億 7230 万 3千円）

〇　国保特会　    1 億 681 万 7千円（前年度比：   　    △1033 万 4千円）

〇　船舶特会　10億 1874 万 4千円（前年度比：△16億 3643 万 4千円）

〇　介護特会　            9025 万 7 千円（前年度比：   　　 ＋235 万 5千円）

〇　簡水特会　             5610 万 8 千円（前年度比：     　　＋306 万 7千円）

〇　後期特会　               759 万 7 千円（前年度比：    　　   ＋14 万 5千円）

　条例の制定・一部改正

〇　十島村特別会計条例の一部改正

　　介護サービス特別会計における介護サービス事業を一般会計で計上することとし、介護サービ

　　ス特別会計を廃止するもの。

十島村議会　平成 30年 3月定例議会　議決結果
40案件を審議　全て全会一致で原案のとおり可決しました。

〇　災害被災者に対する村税の減免に関する条例等の一部改正

　　農業災害補償法の一部を改正する法律（平成 29 年法律第 74 号）が平成 29 年 6月 23 日に公布
　　され、平成 30 年 4月 1日から施行となったことから、所要の改正をするもの。
〇　十島村介護保険条例の一部改正

　　第 2号被保険者が介護保険料の段階の判定に関する基準と質問検査権の対象となること、介護
　　保険料第 1段階の保険料軽減の継続、介護保険料の見直しに伴う所要の改正をするもの。

〇　十島村国民健康保険条例の一部改正

〇　十島村国民健康保険税条例の一部改正

　　国民健康保険の保険者が県に移管することに伴い、所要の改正をするもの。

〇　十島村後期高齢者医療に関する条例の一部改正

　　関連法案の施行に伴い、所要の改正をするもの。

〇　十島村役場出張所設置条例及び十島村広告式条例の一部改正

　　諏訪之瀬島防災活動拠点施設の整備に伴い、出張所・掲示板の位置の整合性を図るためもの。
　　諏訪之瀬島出張所（掲示板）：諏訪之瀬島２６５番地
　　平島出張所（掲示板）　　　：平島２９３番地
　　小宝島掲示板　　　　　　：小宝島４番地１５　　

〇　十島村簡易郵便局設置条例の一部改正

　　諏訪之瀬島簡易郵便局：諏訪之瀬島２６５番地
　　小宝島簡易郵便局　　：小宝島４番地１５

〇　十島村介護予防拠点施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

　　平島介護予防拠点施設：平島２９３番地

〇　十島村子育て世代包括支援センター設置及び管理に関する条例の制定

　　妊娠準備期から子育て期にわたる切れ目ない包括的な子育て支援を提供するための十島村子育
　　て世代包括支援センターの開設をするもの。

〇　十島村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

　　厚生労働省が定める基準に準拠するため、全部改正をするもの

〇　十島村指定地域密着型介護サービスの事業人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防

　　サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正

　　関連法案の改正に伴い、所要の改正をするもの。

〇　十島村農業用施設の設置及び管理に関する条例の制定

　　指定管理が見込まれない施設について必要な事項を定めるためのもの。

〇　十島村水産物処理施設の設置及び管理に関する条例の制定

　　指定管理が見込まれない施設について必要な事項を定めるためのもの。

〇　十島村船舶使用料条例の一部改正

　　１等客室、指定寝台席等の運賃の改正をするもの。

3月5日（月）～3月14 日（水）(10 日間 )

・村長提出議案40件

・原案可決　38 件　・承認　1件　・同意　1件

・平成 30 年度当初予算について（6件）

・平成 29 年度補正予算について（5件）

・条例の制定について（3件）

・条例の一部改正について（12 件）

開 催 期 間

審議した案件

可決・採決状況

可決した主な議案

新規大型事業により増
・ブロードバンド再整備
・本庁舎耐震化事業など

代替船建造が終了した
ため大幅な減額

　契約の締結

〇　29 災６号中之島南廻線道路災害復旧工事請負変更契約の締結

　　　　契約目的：29 災６号中之島南廻線道路災害復旧工事

　　　　変更契約金額：33,369,364 円の総額 92,826,000 円

　　　　契約相手：葉月工業株式会社　代表取締役　原田　秀作

                 （平成 30 年 3月 9日付、仮契約締結）

　　　　工事内容：現場吹付法枠工：+640 ㎡、

　　　　　　　　　モルタル吹付工　②工区枠内：+442 ㎡・③工区：340 ㎡

　専決処分

〇　船舶売買契約の締結（汽船　フェリーとしまの売却）

　　　　未契約の状態では落札決定者が売船に伴う各証書の書換え申請等の諸手続きを進めることができず、新船

　　　から認可・許可までの期間が２ヵ月を要するものもあり、議会を招集する間が無いために専決処分したもの

　　　契約目的：汽船　フェリーとしまの売却

　　　契約方法：一般競争入札

　　　契約金額：307,800,000 円

　　　契約相手：株式会社國森　代表取締役　石原　良樹

　　　　　　　　（平成 30 年 1月 9日付契約締結）

　　　引渡日　：平成 30 年 3月 29 日

　指定管理者の指定

〇　中之島西区住民生活センター：西区長日高正信　　　　　　　　〇　口之島運動広場：口之島老人クラブ会長永田定

〇　中之島東区住民生活センター：東区長中島武廣　　　　　　　　〇　口之島タモトユリ展望施設：口之島自治会長今井昭一

〇　共生型サービス拠点施設：株式会社浪漫代表取締役黒岩尚文　　　　   〇　中之島生活改善施設：ドリーム･トカラ代表永田恵美子

〇　諏訪之瀬島農産物集出荷施設：諏訪之瀬島農産物生産組合長秋庭ナラ　〇　悪石島ヒサカキほ場：悪石島枝物生産組合長西澤慶彦

〇　宝島農業用水施設：宝島農産物生産組合長平田浩一

　同意・その他

〇　十島村教育委員会委員の任命同意について

　　　俣木佳代子（小宝島１０６番地２）

〇　十島村道路線の認定について（口之島戸尻線：1,418.9ｍ）

〇　損害賠償の額を定めることについて

　　　リース契約の車両について、車両返還時に残されるはずであった車輌価値の毀損分を損害賠償額 183,600 円

　　　と定め、提案するもの

・専決処分について（1件）

・指定管理者の指定（9件）

・契約の締結について（1件）

・同意（1件）・その他（2件）

▲諏訪之瀬島防災活動拠点施設 ( 左側 )

▲南廻線道路災害復旧工事の様子

▲フェリーとしま
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平成30年度 当初予算審査から

命
化
計
画
を
策
定
す
る
。海
岸
保

全
区
域
に
つ
い
て
は
、切
石
港
、

南
之
浜
港
、や
す
ら
浜
港
の
3
つ

で
設
定
し
、そ
の
中
の
施
設
に
つ

い
て
、現
地
の
現
況
を
確
認
し
、

ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る
か

を
計
画
し
て
い
く
。

問　

道
路
維
持
費
に
つ
い
て

答　

近
年
道
路
災
害
の
一
番
の
法
面

崩
壊
の
要
因
は
、側
溝
か
ら
の
水

の
流
出
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
。

対
策
を
地
元
に
お
願
い
し
て
い

る
が
、清
掃
の
徹
底
に
つ
い
て
は

再
度
調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

防
舷
材
等
整
備
に
つ
い
て

答　

現
在
、全
体
で
防
舷
材
が
36
基
、

係
船
柱
3
基
、梯
子
2
基
を
取
り

付
け
る
計
画
。Ｈ
29
年
度
は
防
舷

材
20
基
、係
船
柱
3
基
、梯
子
1

基
を
取
り
付
け
て
い
る
。Ｈ
30
年

度
に
防
舷
材
10
基
、梯
子
1
基
を

取
り
付
け
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
。定
期
船
が
大
き
く
な
る
こ
と

で
２
か
年
で
事
業
を
認
め
て
も

ら
っ
て
い
る
が
、古
い
物
の
更
新

も
あ
る
の
で
、新
船
に
影
響
は
な

い
と
考
え
る
。

〈
教
育
委
員
会
〉

問　

山
海
留
学
制
度
に
つ
い
て

答　

継
続
者
は
小
学
生
4
名
・
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
名
の
10
名
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｈ
30
年
度
の
見
込
み
は
小
学
生

8
名
・
中
学
生
7
名
、各
島
の
内

訳
は
、口
4
名
、平
5
名
、小
5

名
、宝
島
1
名
の
計
15
名
を
見
込

ん
で
い
る
。現
在
3
名
が
相
談
中

で
あ
り
、Ｈ
29
年
度
よ
り
多
く
な

る
と
予
想
し
て
い
る
。

問　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
つ
い
て

答　

Ｈ
30
年
度
か
ら
小
学
校
の
英
語

が
、3
・
4
年
生
は
英
語
活
動
、

5
・
6
年
生
は
正
式
教
科
と
な
る

た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
招
致
に
動
い
た
。

事
業
確
定
は
Ｇ
Ｗ
後
と
な
る
見

込
み
。村
と
し
て
は
切
れ
目
な
く

事
業
を
活
用
し
た
い
。全
島
配
置

で
き
る
ま
で
は
、中
・
諏
か
ら
週

1
で
派
遣
す
る
。ま
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
で

来
る
方
は
特
に
日
本
語
に
不
自

由
を
し
な
い
人
を
希
望
し
て
い
る
。

〈
特
別
会
計
〉

問　

新
船
の
ト
ラ
イ
ア
ル
運
航
に
つ
い
て

答　

回
頭
性
能
は
現
行
船
よ
り
能
力

が
上
が
っ
て
お
り
、問
題
は
な

い
。現
在
の
と
こ
ろ
、就
航
に
支

障
は
な
い
。ま
た
、ス
ピ
ー
ド
性

能
は
格
段
に
上
が
っ
て
お
り
、鹿

児
島
と
口
之
島
間
は
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
図
れ
る
が
、島
間
は
あ

ま
り
変
わ
り
は
な
い
。宝
島
、奄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
間
も
若
干
時
間
短
縮
で
き
た
。

新
船
は
追
い
風
に
も
強
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

問　

荷
捌
き
施
設
に
つ
い
て

答　

西
之
浜
漁
港
は
、県
の
管
理
港
に

な
る
た
め
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

費
用
等
を
含
め
て
調
査
検
討
し

た
い
。

問　

福
祉
車
両
に
つ
い
て

答　

あ
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

安
全
に
介
助
が
で
き
る
車
両
で

あ
る
こ
と
が
重
要
。車
い
す
利
用

者
は
2
名
い
る
が
今
後
も
増
え

る
可
能
性
は
あ
る
。村
独
自
で
各

島
に
7
台
配
置
す
る
の
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、各
島
の
状
況
も
違

う
。必
要
だ
が
、介
助
者
が
い
れ

ば
、普
通
車
で
も
車
い
す
の
方
を

運
ぶ
こ
と
は
可
能
。寄
付
や
寄
贈

に
つ
い
て
日
本
財
団
へ
申
請
を
し

つ
つ
、今
は
現
状
に
あ
る
も
の
を

活
用
し
な
が
ら
支
援
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問　

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
に
限
ら
ず
、単
身
者
は
皆

い
つ
倒
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。特

に
気
に
掛
か
る
方
に
つ
い
て
は

見
守
り
や
声
か
け
を
手
厚
く
し

て
い
き
た
い
。介
護
予
防
拠
点
施

設
を
整
備
し
、単
身
者
が
行
け
る

場
所
の
環
境
を
作
っ
て
い
る
。本

当
に
必
要
な
人
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル

（
公
的
・
見
守
り
支
援
員
・
看
護
師

等
）な
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル（
地
域
が
声
か
け

す
る
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）な

サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
構
築
で

き
る
よ
う
な
話
し
合
い
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。介
護
予
防
拠

点
を
整
備
す
る
こ
と
で
ゼ
ロ
次

対
策（
閉
じ
こ
も
ら
ず
に
行
く
場

所
を
つ
く
る
）の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。訪
問
に
よ
っ
て
、声

か
け
や
ニ
ー
ズ
把
握
も
取
り
組

ん
で
い
る
。さ
ら
に
研
修
等
も
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

水
道
料
改
定
に
つ
い
て

答　

Ｈ
30
年
4
月
か
ら
料
金
体
系
が

変
わ
る
こ
と
で
、利
用
者
に
は
負

担
を
強
い
て
し
ま
う
が
、安
全
な

水
が
供
給
さ
れ
る
よ
う
今
後
も

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い
。

住
宅
内
の
漏
水
対
策
と
し
て
は
、

受
益
者
が
対
応
す
る
の
が
原
則

だ
が
、業
者
が
島
に
入
る
際
に
、

担
当
か
ら
声
掛
け
を
し
て
対
策

を
と
っ
て
い
る
。し
か
し
、時
間

を
要
す
る
た
め
、今
後
は
扱
い
や

す
い
探
査
機
等
に
つ
い
て
も
調

査
し
対
応
し
た
い
。研
修
に
つ
い

て
も
、開
催
を
検
討
し
て
い
く
。

〈
総
務
課
〉

問　
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
に
つ
い
て

答　

事
業
年
度
は
3
年
間
。Ｈ
30
年
度

に
国
の
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
等

整
備
事
業
で
中
〜
諏
間
・
諏
〜
平

間
の
ケ
ー
ブ
ル
整
備
。Ｈ
31
年
度

に
同
事
業
で
中
〜
口
間
、宝
〜
小

間
の
ケ
ー
ブ
ル
整
備
。Ｈ
32
年
度

に
国
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
で
島
内
の
各
世
帯
へ
の
ケ
ー

ブ
ル
整
備
を
し
、Ｈ
33
年
度
か
ら

利
用
が
可
能
に
な
る
予
定
。現
在

は
無
線
方
式
だ
が
、各
家
庭
ま
で

に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
簡
易
地
下
配

の
有
線
方
式
に
す
る
た
め
、天
候

等
に
よ
る
不
通
の
リ
ス
ク
も
な

く
な
っ
て
く
る
。

問　

宝
島
給
油
整
備
事
業
に
つ
い
て

答　

Ｈ
29
年
8
月
に
契
約
し
た
が
下

請
け
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、実

施
不
可
で
あ
っ
た
が
、現
在
、別

業
者
と
契
約
を
進
め
、3
月
か
ら

解
体
工
事
に
取
り
掛
か
る
。7
月

初
旬
に
は
開
所
予
定
。他
島
の
展

開
に
つ
い
て
は
全
島
で
整
備
す

る
方
向
だ
が
、地
元
の
決
定
・
場

所
の
確
保
を
も
っ
て
進
め
る
。

100
％
補
助
事
業
で
あ
る
が
、一
つ

の
自
治
体
で
1
か
所
し
か
整
備

で
き
な
い
た
め
、今
後
は
特
定
離

島
ふ
る
さ
と
お
こ
し
推
進
事
業

で
整
備
す
る
予
定
。

問　

宿
泊
助
成
事
業
に
つ
い
て

答　

目
的
別
で
の
精
査
は
難
し
い
。悪

用
さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
し
て
い

る
。と
し
ま
会
館
使
用
料
相
当
分

の
経
費
を
勘
案
し
改
正
し
た
料

金
で
あ
り
、再
度
理
解
を
得
る
た

め
に
周
知
し
た
い
。総
務
省
に
宿

泊
を
伴
う
負
担
に
つ
い
て
話
を

出
し
て
み
た
い
。

　
　
　
〈
住
民
課
〉

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
支
援
で
2
名（
悪
、宝
）、

子
育
て
支
援
3
名（
中
、諏
、小
）

の
合
計
5
名
の
隊
員
を
派
遣
。赴

任
の
際
に
は
共
に
地
域
に
出
向

き
紹
介
す
る
な
ど
、関
係
づ
く
り

構
築
に
努
め
て
い
る
。業
務
の
中

や
地
域
の
中
で
、様
々
な
不
安
を

抱
え
た
り
、精
神
的
に
落
ち
込
ん

だ
り
す
る
も
の
も
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。そ
の
際
は
担
当
職
員
が

対
話
・
対
応
を
し
て
い
る
。

問　

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

答　

Ｈ
30
年
度
の
特
定
離
島
ふ
る
さ

と
お
こ
し
推
進
事
業
で
宝
島
に

焼
却
炉
施
設
及
び
生
ご
み
処
理

施
設
を
整
備
予
定
。口
、中
以
外

は
整
備
済
み
で
、こ
の
２
島
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
は
焼
却
炉
で
生
ご
み
も
処

理
し
て
お
り
、再
来
年
度
と
そ
の

次
と
２
か
年
か
け
て
整
備
し
て

い
く
計
画
で
あ
る
。

〈
地
域
振
興
課
〉

問　
雇
用
創
出（
現
業
）の
研
修
等
に
つ
い
て

答　

現
業
職
の
研
修
に
つ
い
て
は
、群

馬
県
に
あ
る
合
同
会
社
ゆ
う
ぱ

る
へ
職
員
1
名
、中
之
島
現
業
員

責
任
者
1
名
で
視
察
を
予
定
し

て
い
る
。視
察
予
定
会
社
は
、村

直
営
の
組
織
と
し
て
動
い
て
お

り
、農
業
や
土
木
、イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
自
前
で
行
い
収
益
を
上
げ

自
立
運
営
し
て
い
る
。現
在
、中

之
島
現
業
職
の
活
動
が
順
調
で

あ
る
こ
と
か
ら
、将
来
的
に
現
業

職
が
自
立
で
き
る
こ
と
を
目
指

す
研
修
と
し
た
い
。

問　

ト
カ
ラ
産
品
新
開
発（
田
イ
モ
）

定
着
化
事
業
に
つ
い
て

答　

田
イ
モ
の
収
穫
に
つ
い
て
は
1

年
半
か
ら
2
年
が
必
要
。早
期
で

の
出
荷
の
工
夫
や
防
除
体
制
や

今
後
整
備
を
す
る
中
で
、模
索
し

て
い
き
た
い
。流
通
体
制
に
つ
い

て
は
、同
事
業
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る

販
路
拡
大
の
営
業
販
売
を
委
託

し
て
い
る
。
Ｈ
29
年
度
は
離
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ッ
チ
ン
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
で

紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

草
地
開
発
事
業
に
つ
い
て

答　

村
も
以
前
よ
り
国
庫
補
助
事
業

を
再
開
さ
せ
る
方
針
を
立
て
て

い
る
た
め
、早
い
時
期
に
事
業
再

開
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。現
在
県
地
域
振
興
局
を
通

し
て
話
を
進
め
て
い
る
が
、上
京

の
際
に
農
水
省
に
直
接
働
き
か

け
た
い
。

問　

列
島
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

答　

新
船
の
定
員
が
100
名
増
加
す
る

が
、地
元
の
受
入
れ
に
係
る
婦
人

会
・
青
年
団
・
自
治
会
の
協
力
を

得
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、そ

れ
を
勘
案
し
て
募
集
人
員
は
例

年
通
り
と
考
え
る
が
、地
元
の
了

解
が
得
ら
れ
れ
ば
定
員
増
し
た

い
と
も
考
え
て
い
る
。最
終
的
に

は
地
元
と
詰
め
な
が
ら
判
断
し

た
い
。

〈
土
木
交
通
課
〉

問　

長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業（
港

湾
）に
つ
い
て

答　

国
よ
り
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
ら
れ
、

臨
港
道
路
の
長
寿
命
化
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。Ｈ
30
年
度
に
つ

い
て
は
海
岸
保
全
施
設
の
長
寿

予算審査特別委員会　委員長 ： 永田　和彦  議員
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一般会計歳出総額 48 億 9383 万 5 千円

特別会計歳出総額合計 12 億 7952 万 3 千円

平成 30年度
当 初 予 算

携帯電話等エリア整備事業など
総務費　１６億２２８２万 4 千円
　携帯電話等エリア整備事業や本庁耐震
化事業、口之島住民センター解体事業が
主となり、その他に、地籍調査事業、簡
易郵便局整備事業、ふるさと納税推進事
業等が計上。

〈特別会計〉
国民健康保険特別会計　　　１億６８１万７千円
船舶交通特別会計　　　１０億１８７４万４千円
介護保険特別会計　　　　　　９０２５万７千円
簡易水道特別会計　　　　　　５６１０万８千円
後期高齢者医療特別会計　　　　７５９万７千円

就業者支援事業など 
農林水産費　５億１７１万１千円
　UI ターン者を対象とした就業者支援事
業や地域おこし協力隊の活用（農業・水
産業）をはじめ、農業・水産業・畜産業
振興にかかる工事費・原材料費・備品購
入費・委託費などが主に計上。

健康増進事業、害虫駆除対策など
衛生費　２億６７９３万円
　健康増進事業や、環境衛生にかかるブ
ユ・ハブ駆除対策事業、診療所関係一般
経費、医師派遣事業などのを主とし、そ
の他に母と子の健康増進事業や妊産婦検
診事業、産後ケア事業などが計上。

防災行政無線整備事業など
消防費　３億３７５万８千円
　現在のアナログ無線をデジタル化する
ため防災行政無線整備（デジタル化）主
とし、その他に消防施設整備、自主防災
組織に係る経費などが計上。

その他当初予算 ( 歳出 ) の主なもの

議会費　４４０１万１千円
　議員報酬、議会旅費、事務的負担金　など

民生費　２億３３８６万 1 千円
　診療所費、医師派遣事業、ごみ処理施設整備　など

商工費　７０１２万４千円
　生活物資輸送費支援事業、ななしま２運航費　など

土木費　１２億８４７万１千円
　補助港湾建設事業、補助道路新設改良事業　など

教育費　１億８２５７万９千円
　ＪＥＴプログラム事業（ＡＬＴ講師派遣）、山海留学・
ＰＲ事業、小学校維持補修費　など
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